
 

 

１．はじめに 

シシトウは、乾燥や高温など栽培条件によって、

辛味果実が発生することがあります。現在のとこ

ろ、これを完全に抑制する栽培技術は開発されて

おらず、また、出荷調製時に外観だけで辛味果実

を除去することは非常に難しく、消費段階で辛味

果実が混入することが問題となっています。この

ため、辛味果実の発生しない品種が求められてい

ます。そこで、当センターでは、京都教育大学と

の共同研究により、シシトウの品種育成に取り組

み、辛味果実が全く発生しない品種‘ししわかま

る’を育成しました。 

２．育成経過 

 平成 25年にシシトウ品種‘紀州ししとう 1号’

と辛味成分を合成しない特性を持つピーマン品

種‘京ひかり’を交雑し、さらに平成 25年～28年

にかけて‘紀州ししとう 1号’を連続戻し交雑を

行いました。辛味形質については、DNA マーカー

を利用し、‘京ひかり’由来の非辛味遺伝子を有す

る個体を選抜しました。平成 29 年～令和元年に

かけて、DNA マーカーにより辛味果実が全く発生

せず、果実品質や収量性の優れる個体・系統の選

抜を行いました。そして、令和元年に‘ししわか

まる’を最終選抜し、令和２年３月に品種登録出

願し、同年７月に出願公表（出願番号：第 34586

号）されました（図１）。 

３．‘ししわかまる’の特性 

１）ピーマン‘京ひかり’と同様に、辛味成分を

合成する遺伝子を持たないため、辛味果実は全く

発生しません（表１、図２）。 

 

 

２）果実の大きさ、色、形などの外観は、‘紀州し

しとう 1号’と同等です（図３）。 
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令和2年7月出願公表
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３）収量や秀品率は‘紀州ししとう 1号’と同等

ですが、現在の主力品種‘葵ししとう’と比べる

とやや劣ります（表２）。 

４．おわりに  

‘ししわかまる’は、令和 3年から有田地域を中

心に県内産地で本格的な栽培が始まっています。

辛味のないシシトウは、辛さが苦手な消費者が安

心して購入できることから、新たな消費層の開拓

や販路拡大、有利販売につながることが期待でき

ます。 

 


